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１　は じ め に

視 覚 障 害 に 由 来 す る 不 自 由 さ と し て ，文 字 が 読 め

な い こ と と 歩 行 移 動 が 不 自 由 に な る 事 が 挙 げ ら れ る 。

文 字 の 読 み 書 き に つ い て は ，電 子 フ ァ イ ル （文 書 ）

を パ ソ コ ン （明 か り ）を 使 っ て 読 み 書 き す る こ と で

楽 に な っ て き た こ と が 実 感 で き る 。

歩 行 移 動 の 不 自 由 さ を カ バ ーす る こ と は 容 易 で は

な い 。視 覚 障 害 者 の 歩 行 支 援 は ，知 能 ロ ボ ッ ト の ナ ビ

ゲ ーシ ョ ン （モ ニ タ ー用 の 通 常 イ ン タ ーフ ェ ース ）に ，

１点 ，視 覚 障 害 者 に ど の よ う な 手 段 で ３次 元 空 間 の 状

況 を 知 ら せ る か と い う イ ン タ フ ェ ース 問 題 を 加 え た

も の で あ る 。自 動 車 ナ ビ ゲ ーシ ョ ン シ ス テ ム の 恩 恵 を

見 る と き ，同 様 な 歩 行 支 援 技 術 （Ｐｅrｓｏｎａｌ Ｇｕｉｄａｎｃｅ

Ｓystｅｍ［IDが 熟 す る こ と を 願 う 。仮 想 音 像 （ｖirtｕａl

1,歩 行 者 の 位 置 と体 の 向 き を 決 定 す る 手 段

2.地 理 情 報 シ ス テ ム (GIS)

1.歩 行 者 の 周 り の 詳 細 な 環 境 情 報

2.自 動 ル ート 股 定 機 能

3.歩 行 者が 必 要 と す る情 報 を 音 声 で 与 え る 機 能

市 販 の ＤＧＰＳ(ＤⅢ ｅrｅｎtial GPS)を 使 っ て 1mの

精 度 で 被 験 者 や 目 印 (ｌａｎｄｍａｒk)の位 置 を 決 め ，

使 っ てい る 。

3.利 用 者 イ ン タ ーフ ェ ース

仮 想 音 像 を用 い て 両 耳 の イ ヤ フ ォ ン か ら 所 定 の

定 位 さ れ た位 置で 目 印 の 名 前 (例 え ば ,｢バ ス停 ｣)

を 告 げ る 。

aｃｏｕｓ゛ic display)を用 い た 新し い 歩 行 支援 の 試み に 3．お わ り に

つい て文 献 [1]か ら 解 決すべ き技術 的 課題を まとめ て

みた 。現 在 のと ころ イン タフェ イスは 1）言葉 によ る

説 明（「右 前 方 30度 2mに バ ス停 」と 合 成 音声 で 伝

え る ），2）｡両 耳の イヤ ホン か ら ，右 前 方 30度 2m

の とこ ろ に 定 位し た 仮 想 音像 の 下で 「パ ス 停」と 発

声 させ る ，の ２方 法 が 試 みら れ てい る 。後 者は 視覚

障 害 者へ の新し い イン タ ーフ ェ ース であ る 11,2］。

筆者の一人は教 育を通し て長 年視 覚障 害の学 生 (全

盲 と弱 視 )と 関 わっ て きた。数 で 比 較す れば ，全 盲

(点 字使用 )と 弱 視 (拡 大あるい は類 似の機 能を 使 う )

の比 は 現在 1:2(ク ラス 10名 中 全 盲は ３名 )で あ る。

弱視 者の 読字 能力 は点 字 使用 者 のそ れに 比し て 大 幅

に劣る 。ロ ポット の総 合 技術 がこ れら の視 覚補助 に，

文 字拡 大ソフト や拡 大 読書 器 の改 善 に 応用 さ れるこ

とが 期待 さ れる 。

ご 教示 を受 け た皆 川 洋喜 氏 ，小 林 真 氏 (筑 波技術

短大 )に 感 謝し ます 。

２　仮 想 音 像 に よ る 視 覚 障 害 者 の 自

動 ナ ビ ゲ ーシ ョ ン

目 的 は ，見 知 ら ぬ 土 地 の 案 内 で な く，「歩行 者 が 熟

知 し て い る 場 所 （大 学 キ ャ ン パ ス 内 ）あ る い は 慣 れ

てい な い 場 所 （大 学 か ら 「つ くば 七 ン タ バ ス 停 」ま

で ）を ガ イド （手 引 き ）な し で 移 動 す る こ と を 支 援

す る 」こ と で あ る 。こ の よ う な 支 援 の 下 で も ，歩 行

ブ ロ ッ クが 敷 設 さ れ た 歩 道 で あ っ て も 歩 行 面 の 詳 細

（段 差 ，一 時 的 な 障 害 物 ）に つ い て は 別 の 方 法（白 杖 ）

で 歩 行 者 は 対 処 す る 必 要 が あ る 。

最 初 に こ の よ う な 支 援 を 実 現 し た Ｌｏｏｍｉｓ等【11は

シ ス テ ム を ３つ の モ ジ ュ ール に 分 け て ，必 要 な 機 能

を挙 げ て い る 。
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